
第 9回 Database Quality Improvement Conference 

 

プログラム 

 

日時：平成 27年 9月 12日（土） 午前 10時 30分～午後 4時 35分        

場所：秋葉原UDX ギャラリー 4階  NEXT-2 (http://www.udx-n.jp/) 

 

 

開会挨拶 

田村正徳 

埼玉医科大学総合医療センター 

 

10:35～11:30 

周産期ネットワークデータベース解析報告 （2003～2013年） 

楠田 聡 東京女子医科大学母子総合医療センター 

 

11:30-12:30 

Outcomes of extremely preterm infants in the ANZNN 

Kei Lui, MD  

Australian and New Zealand Neonatal Network, Royal Hospital for Women, National 

Perinatal Reproductive Epidemiology Research Unit, University of New South Wales, 

Randwick, NSW 2031, Australia 

 

12:30-13:00 

昼食 

 

13:00-13:40 

Difference in survival rates of very low birth weight infants inside and outside the NRN 

network  

周産期ネットワークデータベース参加および非参加施設間での乳児生存率の比較 

森崎菜穂 

国立成育医療研究センター 

 

13:40-13:50 

Panel Discussion 

 

http://www.udx-n.jp/


13:50-14:20 

データベースを用いた多施設共同研究の実際 

大槻克文 

昭和大学江東豊洲病院 

 

14:20-14:50 

難波文彦、三宅芙由．新生児慢性肺疾患研究の現状と今後の課題：データベースを用いた

疫学研究を中心に． 

難波文彦 

埼玉医科大学総合医療センター 

 

14:50-15:00 

休憩 

 

15:00-15:30 

アクセス時間データを用いた新生児医療の解析 

石川雅俊 

国際医療福祉大学 

 

15:30-16:00 

データベースを用いた臍帯血輸血の有効性の検討 

細野茂春 

日本大学 

 

16:00-16:30 

10年間のまとめ事業について 

中西秀彦 

東京女子医科大学母子総合医療センター 

 

16:30-16:45 

NRNJ運営会議 

閉会挨拶 

楠田 聡 

東京女子医科大学母子総合医療センター 

 

 


